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「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに
指導計画等を見直してみましょう！

「千葉市版
4 4 4 4

アプローチカリキュラム」とは？
○　「アプローチカリキュラム」とは、「就学前の幼児が円滑に小学校の生活や学習へ適応できる
ようにするとともに、幼児期の学びが小学校の生活や学習で生かされてつながるように工夫さ
れた5歳児のカリキュラム」です。

　（出典：国立教育政策研究所、「幼小接続期カリキュラム全国自治体調査」のページ
　http://www.nier.go.jp/youji_kyouiku_kenkyuu_center/youshou_curr.html）

○　この手引きでは、アプローチカリキュラムを指導計画等に組み込むこと（＝「千葉市版
4 4 4 4

アプロー
チカリキュラム」）を提案し、その具体的な手法を示しています。
　　各園がそれぞれの理念や特色、創意工夫を生かしつつ、５歳児後半の指導計画等を小学校へ
の接続を見据えてより良い内容に見直しましょう。
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はじめに：この手引きのねらいはじめに：この手引きのねらい
○　平成27年４月から子ども・子育て支援新制度が始まり、「量の拡充」として新設園が増えている一
方で、幼児教育・保育の「質の向上」が強く求められています。
また、平成29年３月の幼稚園教育要領、保育所保育指針等の改訂において、幼児教育と小学校教

育の円滑な接続の重要性があらためて示されました。

○　そのような中、千葉市では、私立幼稚園や民間保育園、公立保育所、小学校の代表者などからなる
「幼保小連携・接続検討会議」を立ち上げ、市内の幼稚園・保育所・認定こども園に通うすべての児
童が、小学校接続を意識した質の高い幼児教育が受けられる状態を目指し、検討を進めています。

○　この手引きは、どの園でも、小学校接続が意図的・計画的に行えるよう、平成29年度にモデル実
施園として取り組んでいただいた３園（私立幼稚園・民間保育園・公立保育所）の実践・成果をまと
めたものです。

○　各園の教育方針や創意工夫を妨げるものではなく、あくまで参考としてお示しするものです。

○　この手引きを参考に、各園において、新たな幼稚園教育要領、保育所保育指針等への理解を深める
とともに、指導計画等を見つめ直すきっかけとしていただき、教育・保育の一層の質の向上が図られ
ることを心から願っています。

○　今回の手引きでは、29年度モデル実施園の取組みをまとめた指導計画の月
案をお示ししていますが、今後も、30年度モデル実施園の取組みや、各園の
具体的な活動事例などを踏まえて更新していくことを予定しています。
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１　「幼保小の円滑な接続」の重要性１　「幼保小の円滑な接続」の重要性
○　幼稚園・保育園等と小学校では、子どもの生活や教育・保育方法が異なります。
幼稚園・保育園等では、環境を計画的に構成し、遊びを中心とした生活を通して経験を重ね、一人

一人に応じた総合的な指導を行っています。
一方、小学校では、学習指導要領に基づき、各教科等の内容を時間割を組んで学習しています。

○　幼稚園・保育園等は、幼稚園教育要領・保育所保育指針等の改訂により、新たに示された「幼児教
育において育みたい資質・能力」と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえながら、小学
校以降の生活や学習の基礎を培い、小学校教育に滑らかにつないでいく必要があります。
この場合に、小学校教育の前倒しを目指すものではない点に留意が必要です。

２　千葉市における現状・課題２　千葉市における現状・課題
○　平成28年度に実施した「幼保小連携・接続実態調査」の結果から、次のような現状・課題がわか
りました。詳細は市ホームページをご覧ください。
（「千葉市幼保小連携・接続実態調査 結果報告書」で検索。または、https://www.city.chiba.jp/
kodomomirai/kodomomirai/shien/documents/jittaichousa_houkokusho_h28.pdf）

【子どもを中心とした交流活動】
多くの幼稚園・保育園等と小学校の間で、小学校での交流会や、園児が小学校の授業に招かれるな

どの交流活動が実施されています。さらに、それぞれの活動に期待する効果を再確認し、互恵性を高
めていくことが望まれます。

【教職員同士の連携活動】
お互いの教育・保育や生活に対する理解を深めるための活動はあまり普及していません。そのため、

授業参観・保育参観や、意見交換、合同研修など双方の「学び合いの場」の一層の充実を図ることが
求められています。

【幼児教育と小学校教育の接続】
幼稚園・保育園等、小学校ともに、円滑な接続を意識した様々な取組みが行われていますが、卒園・

入学時点の子どもの姿に対する課題認識を共有する機会が少ない状況です。
「教職員同士の連携活動」を通して認識を共有し、幼保小の円滑な接続のための取組みを意図的・
計画的に実施できるよう、接続期カリキュラムの普及を図る必要があります。

３　「アプローチカリキュラム」とその見直し３　「アプローチカリキュラム」とその見直し
○　市内の全市立小学校において、接続期カリキュラムとしての「スタートカリキュラム」が作成され
ており、毎年度、幼稚園・保育園等と連携して改善を図ることとしています。

○　市内すべての子どもたちが「幼保小の円滑な接続」を意識した質の高い幼児教育を受けられる状態
にするためには、各幼稚園・保育園等においても、小学校と連携して、「アプローチカリキュラム」
を作成する必要があります。

○　この手引きでは、アプローチカリキュラムを各園が実践している指導計画等の５歳児後半部分に組
み込むことで、実際の保育に直接的に反映させることをねらっています。
さらに、指導計画等を組み込むことで、カリキュラムマネジメント（ＰＤＣＡサイクル）が機能し

やすくなり、２年目以降、接続期以前も含めた指導計画全体の改善への波及も期待します。
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【指導計画等と千葉市版アプローチカリキュラムの位置付け（イメージ）】

＜参考＞幼稚園教育要領、保育所保育指針等改訂のポイント
 （幼保小接続関連部分抜粋）
○　平成29年３月の幼・保、小、中の学習指導要領等の改訂により、幼・保と小学校のみならず、中
学校、高校とその先まで、幼児期の育ちをつなげていくことが一層重要となりました。

○　幼稚園・保育園等は、幼稚園教育要領・保育所保育指針等（以下「教育要領・保育指針等」）に基
づき、幼児教育・保育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期に
ふさわしい生活を通じて、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培っていきます。
また、幼稚園・保育園等において育まれた「資質・能力」を踏まえ、小学校教育が円滑に行われる

よう、小学校の教員との意見交換や合同の研究の機会などを設け、「幼児期の終わりまでに育ってほ
しい姿」を共有するなど連携を図り、幼児教育と小学校教育との円滑な接続を図るように努める必要
があります。
この場合に、小学校教育の前倒しを目指すものではない点に留意が必要です。

○　小学校においても、小学校学習指導要領に基づき、「幼児期の終わ
りまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導、幼児教育において育まれ
た「資質・能力」を踏まえた教育活動の実施、小学校入学当初の指導
の工夫などに努めることが求められます。

幼児教育において育みたい資質・能力（３つの資質・能力）

○　新たに、幼・保、小、中、高の教育を通じて育成したい「３つの資質・能力」が示されました
○　幼稚園・保育園等では、生涯にわたる「生きる力」の基礎を培うため、「３つの資質・能力」につ
いて、遊びや生活を通した総合的な指導の中で一体的に育むよう努めることが重要です。

○　幼稚園・保育園等で育まれた資質・能力を基礎として、小学校以降では教科等の指導により更に学
びを深めていきます。
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【３つの資質・能力（イメージ）】

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）

○　新たに、幼児教育と小学校教育との接続の一層の強化を図ることなどを期待して、５歳児終了時ま
でに育ってほしい具体的な姿が「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として示されました。

○　「10の姿」は、従来の５領域の「ねらい及び内容」に基づいて、遊びや生活を積み重ねることにより、
幼児教育において育みたい「３つの資質・能力」が育まれている幼児の具体的な姿であり、特に５歳
児後半に見られるようになる姿を10項目に整理したものです。

○　遊びの中で幼児が発達していく姿を「10の姿」を念頭に置いて捉え、一人一人の発達に必要な体
験が得られるような状況をつくったり、必要な援助を行ったりするなど、指導を行う際に考慮するこ
とが求められます。

○　これらの姿が到達すべき目標ではないことや、個別に取り出されて指導されるものではないことに
十分留意する必要があります。

○　幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るためには、小学校の先生と「10の姿」を手掛かりに子
どもの姿を共有することが大切です。

【10の姿（イメージ）】

幼児教育

知識及び技能の基礎
（豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、
分かったり、できるようになったりすること）
思考力・判断力・表現力等の基礎
（気付いたことや、できるようになったことな
どを使い、考えたり、試したり、工夫したり、
表現したりすること）
学びに向かう力、人間性等
（心情、意欲、態度が育つ中で、いかにより
よい生活を営もうとすること）

小学校以降

知識及び技能
（何を知っているか、何ができるか）

思考力・判断力・表現力等
（知っていること・できることをどう使うか）

学びに向かう力、人間性等
（どのように社会・世界と関わりよりよい人
生を送るか）

健康な
心と体

自立心
協同性

道徳性・
規範意識の
芽生え

社会生活
との関わり

思考力の
芽生え

自然との
関わり・
生命尊重

数量・図形、
文字等への
関心・感覚

言葉による
伝えあい 豊かな感性

と表現
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４　幼保小接続を意識した指導計画等見直しのポイント４　幼保小接続を意識した指導計画等見直しのポイント
　（「千葉市版アプローチカリキュラム」作成のポイント）　（「千葉市版アプローチカリキュラム」作成のポイント）

＜指導計画等の見直しの進め方＞
○　アプローチカリキュラムの対象期間を５歳児後半の10月～３月とした場合の、参考例です。（※各
園の状況に応じて、開始時期を設定してください。）
○　あくまでもモデル実施園における実践内容をステップごとにまとめたものですので、各園の実情に
合わせた進め方としてください。

ステップ１　現状の把握〔６月ごろ〕

○　園長、主任先生、年長担任経験者等で検討チームを作ります。
○　前年度の10月から３月までの５歳児クラスの指導計画等について、「小学校への接続を意識した活
動」の記載部分を確認し、下線・マーカー等でチェックしてみます。

○　次に、指導計画等への記載の有無にかかわらず、５歳児クラスの10月から３月までの活動を出し
合い、その中で「小学校への接続を意識した活動」がどのくらい含まれているかを話し合います。

【アプローチポイント】
○　活動による子どもの姿が「10の姿」に近づくようなものを「小学校への接続を意識した活動」
と整理します。

○　指導計画等をチェックし、各園がこの時期の子どもたちに対して取り組んできた活動が「小学
校への接続を意識した活動」になっているかどうかを把握することからスタートします。

ステップ２　小学校との課題認識の共有〔７月夏休み前まで〕

○　近隣小学校に連絡し、次の内容について話し合うため、校長先生、教務主任などを訪問してみましょう。
①指導計画等見直し（アプローチカリキュラム作成）に協力してほしいこと
②小学校との交流を開始（または強化）したいこと

○　校長先生、教務主任などへの訪問時に、小学校側の課題認識として、自校の１年生の実態・現状、幼・
保でどのように育てて送り出してもらいたいかなどの率直な意見を伺う。

○　さらに、今後の、「子どもを中心とした交流活動」や「教職員同士の連携活動（学び合いの場）」を
実施していくことをお願いする。
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【アプローチポイント】
○　近隣小学校は、通常は同じ学区の小学校とする場合が多いです。連絡が取りづらい場合は、幼
保支援課までご相談ください。お手伝いします。

○　アプローチカリキュラム作成への協力依頼については、大袈裟な話としてではなく、小学校と
交流を持つためのきっかけと捉えましょう。

○　幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図るためには、小学校の先生との意見交換や合同の研究
会や研修会、保育参観や授業参観などの「学び合いの場」を設けることが大切です。
特に、年長児担任と１年生担任による「学び合いの場」ができると効果的です。

○　初年度は、「園だより」、「学校だより」等の交換や、散歩中に立ち寄らせてもらうなど手軽な
ものから始め、発展させていくのも効果的です。
小学校は前年度中に年間の行事予定を決めているため、交流活動等の相談は前年度中に行うこ

とが望ましいです。

ステップ３　指導計画の作成・見直し〔８月ごろ～９月〕

○　アプローチカリキュラム対象期間（10月～３月）に向けて、昨年度の10月の指導計画をベースに
次の10月の指導計画の作成に着手します。

○　それぞれの項目欄について、どのような目的をもって、どのように書く欄なのか、正しく記載され
ているかを確認し、必要に応じて様式を見直します。

○　教育要領、保育指針等の改訂内容をよく理解し、「10の姿」が５領域の「ねらい及び内容」に基づ
く活動全体を通して「３つの資質・能力」が育まれている子どもの小学校就学時の具体的な姿である
ことを踏まえ、指導計画を見直します。
具体的には、活動や遊びを経験する中でみられる子どもの姿を「10の姿」に関連づけることにより、

そのバランスや足りなかった部分などを確認しながら、活動内容や環境構成・援助を見直していきます。
○　近隣小学校との「子どもを中心とした交流活動」、「教職員同士の連携活動（学び合いの場）」など
の取組みが可能な場合は積極的に記入します。

【アプローチポイント】
○　各項目欄の設定、記入にあたってのポイントは、8～9ページの「（参考例）指導計画月案」を
参考にしてください。

○　「10の姿」のそれぞれには、その内容を説明する文章がついていますが、この説明文を丁寧に
各園で読み合ってください。
「10の姿」で見つめなおすことにより、援助や配慮等で足りなかった部分や、子どもに投げか
ける言葉が膨らんできたりすることに気づきます。 
「10の姿」は、「育つべき姿」ではなく「育ってほしい姿」です。到達目標にならないように
注意することが重要です。

○　幼児期の育ちや学びを、小学校教育に活かすことができるように、小学校の先生に伝えるとい
う意識を持って、あえて「当たり前」と思える内容を記載するなど、内容を工夫してください。
また、新任の保育者にその内容を伝えるという視点も重要です。
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ステップ４　指導計画の実践・再見直し〔10月～３月〕

○　10月から、見直し後の指導計画に基づき実践します。各園の実情に合わせて、週案・日案などを
活用して実践します。

○　近隣小学校との「子どもを中心とした交流活動」、「教職員同士の連携活動（学び合いの場）」など
を積極的に実施しましょう。

○　10月後半から、11月の指導計画の作成に向けて、10月の実践状況を振り返り、再度、話し合いな
がら見直しを行います。

○　12月から３月までも同様に見直しを繰り返します。

【アプローチポイント】
○　「10の姿」を念頭に置きながら実践することにより、計画時の「予想される子どもの姿」では
見込めなかった子どもの姿に気づきやすくなります。
目の前の子どもの姿から、あれもできるかも、これもできるかもという気持ちで、足りない部

分があると思ったら意識して保育に取り入れ、環境構成を展開していきましょう。
○　「子どもを中心とした交流活動」にあたっては、幼稚園・保育園等側がきちんと「ねらい」を
持ち、子どもたちに伝えたうえで訪問できると効果的です。
小学校側にも「ねらい」を伝えることで、お客様としてだけでなく、お互いにメリットのある

交流活動が可能となります。
さらに、小学校から帰ってから、子どもたちが感想を話し合う時間を設定し、お兄さん・お姉

さんへの憧れの気持ちや、小学校入学への期待感を高めることができると効果的です。
○　「園だより等の交換」、「散歩中の立ち寄り」、「子どもを中心とした交流活動」の前後の連絡な
どを通して、小学校との関係づくりに努め、保育参観や授業参観などの「教職員同士の連携活動
（学び合いの場）」に発展させていきましょう。
その際、「10の姿」を共有して意見交換を行ったり、事例を持ち寄って話したりすることなど

が考えられます。
○　実践状況の振り返りの際にも、「10の姿」を関連づけることにより、バランスや足りなかった
部分などを確認しながら、次の月の指導計画に反映します。

○　実践状況を踏まえ、指導計画の各項目欄が使いづらいような場合は、様式自体を変更すること
も全く問題ありません。

○　今期をモデル期間と捉え、試行錯誤を繰り返し、より良い指導計画の作成を目指しましょう。
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ステップ５　検証

○　可能であれば、１年間のまとめを行う段階から、10月から３月にかけて実践した５歳児の保育内
容を振り返り、検証を行います。

○　実践した保育内容と「10の姿」とを照らし合わせて、「一人一人の発達に必要な体験が得られるよ
うな状況をつくったり、必要な援助を行ったりすることができていたか」を、話し合いながら確認し
ます。
○　この話し合いは、見直しを行った検討チームが中心となり、新たな年長担任も加わって行うとよい
でしょう。検証の結果が、翌年度の検討チームに引き継がれるようにしましょう。

○　３月までの指導計画や保育記録を参照しながら、「こうすればもっと良くなった」という点をなる
べく多く見つけて、翌年度の指導計画作成に生かしましょう。

【アプローチポイント】
○　卒園児たちの「10の姿」への到達度を評価するのではなく、あくまでも、保育者として、「一
人一人の発達に必要な体験が得られるような状況をつくったり、必要な援助を行ったりすること
ができていたか」を確認するという視点で検証を行うことが重要です。

○　ステップ２で交流を行った小学校に、新入生の様子を見に行かせてもらい、教職員にも、新入
生の生活や学習の様子、今年度の新入生の印象、特に注意していること、学んでほしいと考えて
いることなどを聞いてみましょう。

○　スタートカリキュラムの実施期間中（入学から概ね２週間程度）に視察できれば、幼保と小学
校、それぞれの接続期カリキュラムのつながりに対する理解が深まるでしょう。

○　教室での授業の様子だけでなく、休み時間の卒園児の様子なども見てみるとよいでしょう。
○　幼保・小学校とも、４月には人事異動や担当替えがありますので、顔合わせの意味も込めて、
早い時期に小学校を訪問できるとよいでしょう。

※翌年度以降も毎年度、「PDCAサイクル」を繰り返して、カリキュラムをより良いものにしていき
ましょう。

【カリキュラムマネジメント（PDCAサイクル）】

Plan
（計画）
指導計画の
作成・見直し

Do
（実行）
新指導計画に
基づく

保育の実践 Check
（評価）
実践状況の
振り返り
効果検証Action

（改善）
検証結果を踏まえた
指導計画の
再見直し・実践
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（参考例）指導計画月案
○この参考例は、モデル実施園３園における作成・実践状況をとりまとめて作成したものです。
○あくまでも参考例ですので、各園の実情に合わせて活用してください。

○○年度　５歳児　○○組　　10月指導計画

姿
の
も
ど
子
の
末
月
前 ・園生活のリズムを取り戻し、これまで以上に積極的に友だちや教師とのかかわり

を楽しんでいる。
・様々な運動遊びに意欲的に取り組み、運動会への期待も高まっている。そんな中、
プレッシャーで尻込みする子や、チームの勝敗や友達の頑張りよりも自分の勝敗
にこだわる子がいて、遊びが止まってしまうことがある。
・運動量が増え疲れがみられたり、季節の変わりめで体調を崩しがちな子もいる。

月

の

ね

ら

い

・園生活も残り半年になったことを知り、時間や行動、物の管理など、小学校へ
の進学を視野に入れこれまでよりも意識して取り組めるようにする。
・友だちと共通の目的に向かい活動する中で自分の力を発揮し、団結力を高めな
がら目的を達成することの喜びを味わう。
・秋の自然物に関心を持ち、触れたり、集めたり、遊びに取り入れて楽しむ。
・自分の健康に関心を持ち、健康で安全な生活を送るための生活習慣を身につける。

姿のもど子るれさ想予成構境環容内動活

・就学を意識して、身の回りのことを自分で整理する。

・時計に興味を持ち、時間を意識した行動をする。

・指人形の顔の色塗りや細部の仕上げをして完成させ、発表会の
準備をする。
・運動会に期待を持ち、意欲的に活動に参加する。

・友達と協力し合い、演技することを楽しむ。

・友達の前で自分の意見を発表し、発表している友達の話を聞く。

・一番上の学年であることを意識して、年中少の手本になれるよ
うに行動する。

・さまざまな楽器に触れ、自分の好きなように演奏し楽しむ。

・秋ならではの自然に触れて遊ぶ。
 （散歩・虫捕り・木の実ひろい等）

・生活に見通しが持てるような声かけや掲示など工夫し、自分で
考えたと感じられるようにする。

・生活の切り替えの目安の時間を示した時計を置き、本物の時計
と比べられるようにする。

・自分の役の動物等の特徴をイメージできるよう絵本や図鑑を用
意する。
・どうしたら勝てるのか考えられるような声掛けをしたり、クラス
で話し合う機会を設ける。

・友達との繋がりを感じながら練習を進められるよう、一緒に考
えたり話し合ったり試行錯誤できる場所と環境を確保する。

・全員の表情が見えるよう、丸くなってみたり、向かい合ったりし
ながら発表の場を作る。

・運動会の再現あそびなど、一緒に遊ぶ中で年下児に教える場を
用意する。

・保育室の中に楽器コーナーを設けて、各自で存分に楽器に触れ
られるようにする。
・散歩に出かけ秋の自然に触れる機会を持ち、関心を持ったこと
を調べられるよう絵本・図鑑を用意する。

家
庭
と
の
連
携

・気候に合わせ、衣服の衣替えを呼びかける。
・運動会の詳細や子どもたちの練習風景やエピソードを保護者の方にわかりやすく
説明していく。
・運動量が多くなるので、十分な休息・睡眠と、健康管理ができるよう子どもの様
子を伝え合う。
・保育の中で取り組んでいる内容や子どもの様子を伝え、家庭での話題につなげら
れるようにする。
・内科健診や歯科検診の結果を知らせ個々に治療をお願いする。
・子どもの小さな成長をこまめに伝え、安心して預けてもらえる関係づくりを心掛
ける。

携
連
の
と
域
地
・
校
学
小

・事前に連絡し、散歩で小学校の校庭などを訪れ雰囲気を感じる。
・掲示してある学校だよりを年長児や保護者にアピールし、小学校を知ってもらう
機会にする。
・小学校の授業参観に保育所職員も参加し、小学校の様子を知る。
・運動会に小学校の先生や地域の方を招待する。
・運動会のお知らせを近隣の方や、卒園児に配布する。

【幼児期の終わりまでに育ってほしい姿】
　㋐健康な心と体　　㋑自立心　　㋒協同性　　㋓道徳性・規範意識の芽生え　　㋔社会生活との関わり　　㋕思考力の芽生え　　㋖自然との関わり　　㋗数量や図形、標識や

⑦「家庭との連携」欄

おきたいこと、用意してほしい物などを記入
★特に年長児は、保護者に対し、就学を意識した活動や行事で連携を
図るものを記入

・気温の変化や活動に応じて、衣服の調節
衣服を丁寧にたたんだり、身の回りのこ

　　 。るなにう
・時間や時計に興味をもち、時計の針の動
行動し、友達に知らせようとする。 　　

・指人形作りをとおして自分の指人形への
への期待をもつ。 　　
・勝つ嬉しさや負ける悔しさを体験し、周
してもらいながら競うことを楽しむ。 　
・様々な運動遊びに取り組み、また運動会
け、さらに様々な運動遊びに意欲的に取
・協力し合うことの大切さを感じ、友だち
め合いながら一緒に練習する。 　　

・自分の意見を発表できる子や、なかなか
けてもらいながら言おうとする子がいる。
て様々な意見があることに気づく。 　
・年下児に遊びを教える中で、相手に合わ
り伝え方を工夫しながら、役に立ち、頼

　　 
・楽器の使い方を覚えて、自由に演奏して

　　 。うわ味
・秋ならではの自然に触れ、秋の生き物や
に興味が広がり、意欲的に集めたり調べ

⑧「小学校・地域との連携」欄

★特に年長児は、就学を意識した、子ども同士の交流活動や、教職
員同士の連携内容などを積極的に企画し、その予定を記入
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行

事

予

定

5日（木）　運動会予行練習
１４日（土）　運動会
１７日（火）　栗拾い
１８日（水）　内科健診
２４日（火）　誕生会
３０日（月）　体力測定

保育者の援助・配慮、環境の再構成

・朝晩の気温差や、空気が夏と違い涼しくなっていることを感じ
られるような声掛けをしたり、温湿度計を確認して温度や湿度
について数値として考えられるようにする。
・朝や帰りの身支度や昼食、片付けなど、時計を意識しながら行
えるよう声をかける。小学校では昼食の時間も限られているこ
とを伝え、時間内に食べられるよう言葉かけをしていく。
・劇の内容についてイメージがもてる話し合いを深めていく。

・力を合わせて勝つ喜びを味わい、または次回どうすれば勝てる
のか話し合いをとおして気づけるようにする。
・運動の苦手な子も体を動かす楽しみが感じられるよう保育者も
一緒に遊ぶ。
・どのようにしたら皆で楽しい演技ができるのか、投げかけて考
えてもらうとともに、協力し合う姿を褒めて、意欲的に活動で
きるようにする。
・自分の考えをもつこと(考える時間を設ける)、友だちに伝える
機会、認めてもらえた喜びなど“伝える”ことが楽しいと思え
るような時間をこまめに作る。
・年下児との関係性を見守り、それぞれの子の関わり方の方法を
大事にし見守る。

・使い方を伝えながら、子どもたちの自由な表現の仕方を褒め、
次へのステップに繋げていく。
・自然との触れ合いの中で子ども達の発見や驚きを受けとめ、共
感する。

月

の

反

省

・小学校に散歩に行き、校舎や授業の見学をさせてもらった。小学校に対する、子
どもたちの期待が高まったようであり、今後、振り返りの機会を設けたい。
・運動会を通して、目標を持って頑張る姿が見られたり、協力し合うことなど様々
な経験をすることができた。
・しかし、練習や準備に多くの時間を費やしてしまい、十分に子どもたち同士で話
し合う機会を持つことができなかった。子どもたちが、より主体的に行事・活動
に参加していけるよう、今後の行事、生活等においては、話し合いの機会を意
識的に多くしていきたい。
・気温の変化や木々の色づきなど、秋の自然を感じ取ることができた。子どもたち
の発見や感動を受け止めていきたい。
・運動量が増え疲れが見られたり、季節の変わり目で体調を崩しがちな子もいる。
温度計や体感を通じて、自分で身支度を考えられるよう支援していきたい。

文字などへの関心・感覚　　㋘言葉による伝えあい　　㋙豊かな感性と表現

【各項目欄の記入にあたってのポイント】
①「前月末の子どもの姿」欄
・子どもの現状を把握するために、子どもがどこまで育っているのか
がわかる姿を記入

※子どもが何に興味を持ち、何を喜んでいるのか、どのような時にど
のような行動をするのかを記入するとよい。
※子どもを主語にして記入

②「月のねらい」欄
・「前月末の子どもの姿」や年間計画等を踏まえて、「子どもがもっと
こんな風になってほしい」という保育者の「ねがい」を記入
※子どもを主語にして記入

③「活動内容」欄
・「月のねらい」を達成するために、どのような活動や遊びをするか
を具体的に記入
※子どもを主語にして記入

④「環境構成」欄
・「活動内容」に挙げた活動や遊びを子どもが経験できるように、ど
のような環境を整えるかを記入
※主に物的環境や時間・空間・雰囲気などを記入
　（場所を用意、物を用意など）
※保育者が指示をするのではなく、子どもが自分からやりたくなるよう
な環境を準備することで、子どもの主体的な育ちにつながります。
※保育者を主語にして記入

⑤「予想される子どもの姿」欄
・「前月末の子どもの姿」や「環境構成」により、子どもがどのよう
な動きをするのかを予測して記入
※「こんな風になるといいな」と思う姿だけでなく、きっとこんな風になっ
てしまう子もいるだろうなという配慮の必要な子どもの姿も記入する。
※子どもを主語にして記入

★特に年長児については、「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の
姿」をあてはめてみる。

※１つの活動・姿に複数の「１０の姿」があてはまってもよい。
※「１０の姿」がバランスよくあてはまることにより、３つの資質・能
力が育まれていきます。

⑥「保育者の援助・配慮、環境の再構成」欄
・「予想される子どもの姿」が見られた時に、保育者はどのような援助・
配慮をしていくかの見通しを記入（人的環境）

※全体に対しての援助・配慮というよりは、必要な子に対しての援助・
配慮と捉えるとよい。

※子どもの姿に変化があった時に、環境の再構成をどのようなタイミ
ングでどのように行っていくかの見通しが持てる内容を記入する。
※保育者を主語にして記入

★特に年長児については、できない子に対する援助だけでなく、意
欲的な子をさらに伸ばす手立てについても記入するとよい。

をしたり、脱いだ
とが自分でできるよ
　　　　　　　　　　　【㋐㋑】
きを目安にしながら
　　　　【㋑㋗】

愛着や劇を行うこと
　　　　　　【㋐㋙】
りの人たちに応援
【㋐㋒㋓㋕㋘】
を通して自信をつ
り組む。【㋐㋑】
とぶつかり合い認
　　【㋒㋓㋕㋘】

言えず保育士に助
他の子の話を聞い
【㋕㋘㋙】
せた言葉を選んだ
られることを喜ぶ。
　　　　　　　　　　　　　　【㋑㋔㋘】
音を奏でる楽しさを
　　　　　　　　　　【㋓㋙】
木の実などの自然
たりする。【㋖㋙】

⑨「月の反省」欄
・１か月の子どもの育ちと保育者の関わりを振り返り、「月のねらい」が
達成できたかどうかを記入
・活動や遊びを通して見られた子どもの姿を記入
　⇒この姿が翌月の「前月末の子どもの姿」となります。
・今後の改善策や来月の保育者の関わりで心がけたいことを記入
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（参考例）アプローチカリキュラム対象期間の月のねらい
○　平成29年度モデル実施園３園の「月のねらい」をとりまとめたものです。
○　「ねらい」は、「子どもがもっとこんな風になってほしい」という保育者等の「ねがい」であり、指
導計画の「活動内容」や「環境構成」の出発点となるものです。

月のねらい

10月 ・幼稚園生活も残り半年になったことを知り、時間や行動、物の管理など、小学校への進学を視野に入れこ
れまでよりも意識して取り組めるようにする。
・友だちと共通の目的に向かい活動する中で自分の力を発揮し、団結力を高めながら目的を達成することの
喜びを味わう。
・秋の自然物に関心を持ち、触れたり、集めたり、遊びに取り入れて楽しむ。
・自分の健康に関心を持ち、健康で安全な生活を送るための生活習慣を身につける。

11月 ・運動会を経験して強まったクラスの団結力や、話し合ったり考えたりする力を継続して養えるようにする。
・友達とイメージや意見を出し合い、友達の良さを受け入れ、つながりを深めながら遊びや活動を楽しむ。
・自然の変化に気づき、木の実や落ち葉を集めたり、比べて違いについて考えたりする。

12月 ・自分が成長している点に気づき、自信をもって行動する（身支度、食事等）。
・みんなで協力して、共通の目的に向かって取り組む大切さを知り、やり遂げた満足感や充実感を味わう。
・秋から冬への移り変わりを感じ、気温や水温の変化に気づいて話題にする。
・病気の予防に必要な生活習慣がわかり、自分から進んで行い健康に過ごす。

１月 ・新年を迎えたことを自覚し、小学校進学に向けてふさわしい行動をしようとする。
・友達と協力したり工夫したりして、自分たちで遊びを発展させて進める楽しさを味わう。
・冬の自然に興味・関心を持ち、遊びに取り入れて楽しむ。

２月 ・就学への期待や不安を受け止めながら、自信をもって生活できるようにする。
・友達一人ひとりの良さを認め合いながら仲間意識を高め、遊びを発展させる楽しさを味わう。
・健康的な生活リズムがわかり、一日の見通しをもち行動しようとする。

３月 ・卒園までの日数を意識し、日々を楽しみながら、友達や先生との関係を大切に過ごしていけるようにする
・様々な場面で積極的に意見を出し合いながら、仲間の中でお互いを認め合い、自信を持って行動する。
・生活に見通しを持って行動し、健康的な生活を進んでしようとする。

○　幼稚園・保育園等における育ちや学びにより、「ねらい」（保育者等の「ねがい」）を実現しながら、
子どもたちの「３つの資質・能力」が育っていきます。

○　この「ねらい」を参考に、幼稚園・保育園等の子どもたちの姿を小学校の先生や保護者の方々と共
有しながら、「３つの資質・能力」を小学校以降も伸ばしていくために、「幼保小の円滑な接続」がと
ても大切です。

千葉市幼保小連携・接続検討会議
【事務局】千葉市こども未来局こども未来部幼保支援課　電話043-245-5100（幼児教育振興班）
※冊子は市ホームページでもダウンロードできます。

http://www.city.chiba.jp/kodomomirai/kodomomirai/shien/chiba-city_ac_sakusei-tebiki01.html）


